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くなり･新 しい安定な相が現われてくることがあるo簡単のため開値温度 Tth が存在
し･温度が T>Tthの 範囲で は 物 質 系 の 相 は A一 札 Tく TthではB-相にある場











平均場近似では 伽CX(T-Tc)y2 なる温度特性を有するソフトモー ドが,集臥 協力













液体中のスペク トルは･一般に･0でないある波数 qc の所でその励起エネルギーが
局所極小となる構造を有 しているo この局所極小は静的構造因子が qと の近傍で局所極
大になっていることに対応 している｡液体を構戎している粒子が自由粒子である場合
qcの所でのエネルギーは怒2qc2/2m となるが (mは粒子の質量 )･ 観測されてい
る励起の励起エネルギーは波数 qcの所でも2qc2/2m より少 さいoこのことは波数
qcの近傍で励起が引力的に相互作用していることを示しているo即ち0でない束縛エ
ネルギーがあるために自由粒子のエネルギーより- 自由度あた りの励起エネルギーが小
さくなっているo 波数が qc の近傍の励起を簡単のためLM-励起と呼ぶことにするo
LM-励起は相互に引力的に相互作用 している｡
温度が液体一固体相転移の闇値温度 Tth(～㌔ )より十分大きい軌 LM-励起の励
起エネルギーをwL(H としてそれの相互作用土ネルギーをⅤ蕊 とするo LM-励起間
の引力的相互作用により一対のIM-励起は一つの (準)束縛状態を作ることが出来,






の出現により液体が不安定 となるnの開値 ncはn｡～成 / lViDLlの髄 であるo
温度が減少すれば位相がそろった状態で相互作用 をするLM-励起の数 n(T)は増加す
るo よって液体は n(T｡)- n を満足する温度㌔ 以下では安定に存在し得ないoC
上記の現象論に基き次の推論を導くo即ち･液体一固体相転移は温度Tcにおいて生
起 し･波数 qcのLM-励起の励起エネルギーa'LM(qc)はTcにおいて0となるo
さらにT< Tcの固体相では周期が､ち/qc で与えられる構造が現われる (あらかじめ
断 った様に過冷却の存在を認めている )OこのLM-励起がソフトモー ドであるoT<
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この方程式をTcの近傍で解くことによりwLM(qc)α (T-T )y3を得るo ただC
しこの場合相関距離 EはTc が近づくにつれ (T-Tc)-y5の形で発散するという結果




が多 くの場合に認められている｡ ソフトモー ドの周波数は温度の減少と共に (T-Tc)%
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Scaling理論 (以下Dsと略記 )であるo DSは相関距離を与えるk. 時間的特性
乙
を与えるflkという2つの量を用いて (Sk(t),Sk*)-KyF(flkt,k/E),
Ilk- ぷOG(k/K)の2式を満す Scaling Function F･G及び指数 βが存在する
という仮説である｡ Dsは極めて簡単な仮定から ① 特定の系の性質にとらわれない一
∫.
般的枠組の中で臨界異常をとらえ得る｡ ④ 実験事実とよく符号する｡ という利点から
広く普及 した｡βのみを定める実験は枚挙にいとまもないが,F,G,β を同時に見事
に与えたMnF之や RbMnF5等の実験事実かあ る O しかしながら①′F,G,e を白
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